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1 ．企 業市民活動の 経緯

　 わが 国にお い て ボ ラ ン テ ィ ア活動が 企業の 社会貢献 と して 注 日さ れ た の は 、

1980 年代の 後半 にな っ て か らで あ っ た。1985 年の プ ラザ 合意 が き っ か け と

な っ て 、 日本 企業 はそ の 活 動 の 拠 点 を海 外 に求め た 。 進 出 した現地 で は、 日

本的経営が 馴染 まな い こ とを痛感 して 、地元市民 と の 融和に 転換した 。 ア メ

リカ企業の 理念 とな っ て い る コ ミ ュ ニ テ ィ
・
リレー シ ョ ン ズ （地 域 との 融和 ）

を参考 に して、地域 との ネ ッ トワ ー クの 重 視、公益 活動 へ の 寄付、ボ ラ ンテ ィ

ア 活動へ の 従業員の 参加な どが 、 企業活動の
一

環 として み られ る よ うにな っ た 。

　 フ ィ ランソ ロ ピ ー
（企業の 社会貞 献 活動 ）、メセ ナ （企 業の 芸術文化 へ の 支

援）、 GCC （Good 　Corporate　Citizen
， 企業市民活動）、 1 ％ ク ラブ （経常利益 の

1 ％以 h を社会 的貢献活 動 に寄 付す る ク ラブ） な どが 1990 年 代 の 初 頭 に設

立 され た。 そ れ らは 「企 業が公 益 寄付す る 事 は 、良き 市民 と し て の 義務で あ

る」 とい う理念 に基づ い て 行わ れ た と言 っ て 良い 。

　ア イ シ ン精機が 中心 とな っ て トヨ タ ・グル
ー プの 援 助で 、勤労青少年 の 施

設 を開設 し、運営を援助 した の は 1966 年 （昭和 41 年）で あ っ た 。 豊田市 に

NPO が誕 生 した の は東京オ リ ンピ ッ ク が 開設され た年 の 2 年後 の 事で あ り、

企業の ボラ ン テ ィ ア活 動 と して は草分 けの 時代 で あっ た 。 NPO と して の 「財

団法人勤労セ ン ター 憩の 家」（現在 は通 称 ア ス テ と呼ん で い る）は 、 当時 の 自

動車産業が 拡大 して 行 く 中 、 全 国 か ら豊 田 地 区 に集 ま っ て く る 青年た ち を

「暖か く迎 え入れ る ボ ラ ン テ ィ ア の 施 設 1 と して 、 ス ター トした の で あ っ た 。

地域で 婦人会活 動 を推進 して い た有志が 中心 に な っ て 、 青年 た ちの お 世 話す

る 会 「豊田家庭婦人 ボラ ンテ ィ ア」 を作 り、 中学 を卒業 して 間 も無 い少年た
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ちの 母 親代 わ りに な っ て 、 慰めた り励 ました りとい う福祉活動 を展開す る場

所 と して ス タ ー トした 。 故郷を離れ て 寂 しさ と働 く大変 さ を感 じ取 っ て い る

若年労働者の 相談相手 とな り、また 若者た ちが 自ら友達 を作る 機会 を得 る た

め の 、 憩い の 場 と して 機能 した の で あ っ た 。 さ らに 、豊 田地区 へ の 新入 の 青

年 た ち と 旧来 の 住 民 との融合 を 図 り、新 しい コ ミ ュ ニ テ ィ を形 成 して い く と

い う意 図もあっ た 。 そ こ に企業が資金 と場所 を提供 し、ボラン テ ィ アの 婦人

た ち の 手に よ っ て ス ター トした の で あ っ た 。

　 こ れ は 、 当時農村地 区で あ っ た豊田 に と っ て は、地区に 急激に膨れ 上 が っ

た 青年たち を地域 の
一

員 と して快 く受 け入 れ る場所 。 同時 に 青年た ちに と っ

て は 、 娯楽施設 が 皆無に 近 い 当時の 地域 に 「遊び の 場」「仲間 との 語 らい の 場」

「母 親代わ りの 相談の 場」が欲 しい とい うニ ー ズにか な っ た もの で あ っ た 。 そ

して 、企 業 と して は労働 力の 定着 化 、 健 全 な余 暇 の 提 供 とい う労働 厚 生福祉

の
一

環 とな る場所の 提供で も有 っ た 。 こ う したそ れ ぞれ の ニ
ー ズ が あ っ て 、

三 者の 思 い を結集させ て 出来 上 が っ て い っ た の で ある 。

青 少年 の ク ラブ活 動 、 各 種教養文化講座 、 体育活動、相談活動な どが、宿泊

施設と共 に発展して い っ た 。 現在で は多 くの 教室や講座、クラブ活動 に加 え

て 各種 の ボ ラ ン テ ィ ア活動 を行 っ て い る 。 そ の 代表的な プ ロ グラ ム は 1989

年か らは じま っ た 「チ ャ レン ジ ・ア ジア」 で あ り 、 タイ 国 北部 に学校建設を

して 、 そ の 運 営 を資金 面 と人材面 で 援助す る 活 動で あ る。

「憩の 家」で は、専任ス タ ッ フ は ア イ シ ン 精機の 従業員 と して 雇 用 され 、出 向

者 も含 めて 現在は 6 名が活躍 して い る。私 も 1983 年 よ り 1995 年 まで の 12

年間ス タ ッ フ と して 勤務 した。敷地 面積は 約 2 万   あ り、 利用 して い る 部屋

数は 5 棟約 20 室 が あ り、そ の 他テ ニ ス コ
ー ト、体育館、グ ラ ン ドが あ る 。ま

た 、会員の 中か らボ ラ ン テ ィ ア と して そ れ ぞれ の 特技を持 っ て 、多種 の プ ロ

グ ラ ム を開発 し、展 開 して い る の も 見逃せ な い 現在の 活 動風 景 で あ る 。 もち

ろん 婦人た ちの ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は継続 され て い る 。 中で も 「憩の 家」 の 発

足 当時か ら リ
ー ダー シ ッ プを発揮 して 、 現 在 まで 物心 両面 で 支 え た 豊 田寿子

氏 （前 トヨ タ自動車名誉会長豊田英二 氏の夫人）の活躍は大きな力で あ っ た こ

とは特筆すべ きで あ る。氏は創立以来 「豊田家庭婦 人ボラン テ ィ ア （現豊田 ボ

ランテ ィ ア協会）」 の 会長 として、また 「憩の 家」 理事 と して 、活動の 先頭 に立

ち、また豊田地 区の ボラ ンテ ィ ア の リ
ー ダー として 30年 に渡 り活躍 を続けた。

　1995 年 に 日本で 開催 さ れ た 「世界ボラ ン テ ィ ア 会議」 の 開会挨拶で 、日本

の 代表 と して 豊 田氏が 「混乱す る 現代社会 に お い て 、ボ ラ ン テ ィ ア は新 しい

世 界 を作 る 指標 とな る 」 と述 べ られ た が 、 ま さ し く 憩の 家の 活 動 を体験 した

青年た ち は、こ こ で 新 し い 世界を作 る活動 に 目を向け、牽引力 とな っ て 育 っ
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て い っ たの で あ る 。

　 こ う した 青年た ち は今や 壮年 にな り、 自らが 憩の 家の 活 動 の 中心 とな り 、

ボラ ン テ ィ ア と して 新 しい 活動の 主役 とな っ た。42 才 にな る Y さ ん は 、 昭 和

50 年代前半の 結婚前 を ビデオ ク ラ ブの リー ダー
と過 ご し 、 10 年以 上た っ た

現在、ミ ニ コ ン サ ー トを企 画 す る メ ンバ ー
の

一
員 と して 活 動 に 復帰 した 。

「自

分 自身の 生活 の 充実感 を取 り戻 した い 事 と、 今の 若者 に も活 動の 楽 しさ を

知 っ て も らい た い」 と語 る 。

　 こ う し た、30 年に も及ぶ 社会 との 接点 と活動の 基 礎 が 有 り、、現在 の アイ

シ ン 精機の 企業 市民活 動に 連結 して い っ た の で あ る 。

2 ， さわやか ふ れ あい セ ン タ
ー の 活動

　 ア イ シ ン精 機 が企 業 市 民 活 動 と して 、
「さわや かふ れ あ い セ ン タ

ー
」 を広

報・渉外部 （1日総務部）に 設置 した の は、ち ょ う ど阪神淡路大震災 直後 の 1995

年 2 月で あ っ た 。 私 もそ れ に あわせ て 、 憩の 家か ら同部署 に 異動 した の で あ

る 。私 は異動 当初 は係長、 97 年 よ り課 長 、98 年 よ り他 部署 との 兼任課 長 と

な り、 セ ンター の 立ち 上 げか ら現 在 まで 活 動 に 携わ っ て い る 。

アイ シ ン 精機は そ れ 以 前か ら 、 経団連の 1 ％ ク ラブに加盟 して 寄付活動な ど

を続け て い た が 、 トヨ タ 自動車 （93 年発足）、デ ン ソ ー （94 年発足）な どが

社員 に ボ ラ ンテ ィ ア を進 め る 、ボ ラ ン テ ィ ア セ ン ター を設置 した の に続い て

の ス ター トで あ っ た。

　設立 当初は 3 名の 専任ス タ ッ フ で あ っ た が 、 現在 で は 5 名 とな り、企業市

民 活 動 の 企画 運 営、社 員 の ボ ラ ン テ ィ ア推進な どの 業務 を行 っ て い る 。

さわ や かふ れ あ い セ ン ター の 組織 と主 な業 務 は 次 の 通 りで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 図 1　 さわや かふれ あ いセ ンタ
ー
組織 図

（注 2000 年 1 月 よ り、さわや か ふ れあ いセ ンタ
ー

は 広報 ・渉外部よ り独立 し、メ ン タ

ル ヘ ル ス な どを中心 た した健康管理 、 な どを加えた 、 新部門 として 機能 を拡大す る）
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　セ ン タ
ー の 最初 の 一 年 は 、ボラ ンテ ィ アブー ム に の っ て 数々 の ボ ラ ンテ ィ

ア 行事を企 画 した。また 担 当 した 会社創立 30周 年記 念行 事 を、従来の 業者依

頼方式か ら、社員ボ ラ ンテ ィ ア が 中心 にな っ て 実施 、 市民 も参加で きるイ ベ

ン トに転換す るな ど、 社員 が 体験 を通 じて ボ ラ ンテ ィ ア活動を理 解で き る様

に 、 企画 と実際の 運営 を 進め た。

　ス タ
ー トよ り 1年 半後、社長 を委員長 と した 「企業市民活動推進委員会」で

承 認 され た 企 業市 民活動 の 考 え方は 次の よ うに ま とめた 。

良い 企業が さ らに良い 企業にな るた め には 、 よ り良い 製品 を作 る事 、 よ り良

い サ
ー ビス をす る事 に 加 え、環境 の 整備、倫理の 実践、そ して 企 業市民活動

が 共 に優れ て い な けれ ば、社会的な 評価 を得 る事 がで き な い 。 そ して 、そ れ

らを如何 に充実させ る事が で きるか が 課題 で ある 。 （図 2 ）

　企業市 民活 動 の 意義 は企業の ニ
ー ズの みな らず 、 企業が 立地す る 地域及 び

社会の ニ ー ズで もあ り 、 そ して 企業 と社会 を構成する 社員の ニ
ー ズで もある 。

そ の 三 者の ニ
ー ズが合致す る と こ ろ に こ そ存在す る 。 幸い に も 「憩の 家」 の

活動は 、遊ぶ 場所が欲 しい とい う若者の ニ ー ズ、相 談す る場所 が有 る と良 い

と い う青年社員た ち の 要 請と、 若者た ち を育て 地域の
一
員 として 受け入れた

い とい う地 元 の 人 た ち の 思 い と、企業 へ の 定着 と勤労 青少年の 問題解決を図

りた い とい う企業 の ニ
ー ズが 合致 して 、 当時 の 社会 が抱え て い る 課題 に、

真 っ 向か ら取 り組む事 が で きた 。 この 活動が ア イ シ ン の 企 業市 民活 動 の 根 幹

とな っ て い る の で あ る。 そ れ を図示 した もの が 図 3 で あ る 。
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図 2　 良き企業の 条件 図 3　 企業市民活動の 意義

　さわ や か ふ れ あ い セ ン タ ー と して 、活 動重点テ
ー

マ を 、 従来か ら行 っ て き

た 「憩の 家」 の 青少年活動 に加 えて （図 4 ） に 示すよ うに 、地域発展へ の 協

力、教育発展へ の 協力、環 境保護 と緑 化 推進、ボ ラ ン テ ィ ア 育成 と活 動推進

を取 り上 げた 。 そ の 中で もセ ン タ
ー が 力 を入れ た の は、社員 と地域 の 人 々 の

ボラ ン テ ィ ア育成 と活動推進で あ る。 これ は 「ボ ラ ン テ ィ ア」 が企業活動 と

社会 に 生き る 社員 と地 域社会 に と っ て 、最 も重要 な 考え 方、生 き方の 指針 と

な る べ き も の だ と考えた か らで ある 。
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図 4　 さわや かふれ あ いセ ン タ
ー

の重点活動

　活 動の 中で も、 社 員 へ の ボ ラ ン テ ィ ア 情報 の 提供、 講習会 、 講演会 の 実

施、 「車椅子 の 人 と の バ ス ッ ア ー
」、 市 民参加 の ウ ォ

ー キ ン グ行事 「Walk ＆

Walk 」 な ど、 1995 年 よ り 1999 年 まで の 4 年間で 、44 種 類の 主 催事業 を

行 っ た 。 そ の 中で 主な プ ロ グ ラ ム を概略 して み る と次の よ う にな る 。

  さ わ や か ふ れ あ い 講 座

　さわ や かふ れ あ い セ ン ター で は 、社員 にボラ ン テ ィ ア 活動を 理 解 して も ら

うた めの 講座 を計画 した。セ ン タ ー設 立当初は、手探 りで ボ ラ ンテ ィ ア活動

の 情 報 を求め て 歩 き 回 っ た 。 社会福祉 協議 会な どには 多 くの 情 報 と企画が

有 っ たが 、そ こ で は 予算が 無 く、 開催 で き な い もの も あ っ た．そ れ を ヒ ン ト

に、地域 と
一
緒に な っ た講習会の 実施 を考え た の だ 。 社外で 講 習会 を行 えば、

社員 も 自 由さを感 じて 参加 しや す い し、地 域 の 他 の 職種や
一般 の 人たち との 、

ふ れ あ い を進め るため に も良い 事 で あ る と 判断した 。福祉協議会 で は予 算が

無 くて 断念 して い た 企 画 が有 り、 援 助する こ と に よ っ て 講座の 開講 が可能 と

な り、 協議会へ の 協力 もか ね る事 が で きた の で あ っ た 。 また、企業の 担 当 者

に とっ て は 、 講 習会 の プロ グラム や 運営の ノ ウハ ウを学び取 る 事がで き る と

い う 、 それ ぞれ の 利点が 見 えて きた 。

　 こ うして 地域 と共 に発案 した 講座を 「さ わや かふ れ あい 講座」と名づ け た。

初年度の 1995 年は 、 本 社近 隣 5 市 の 社会福祉協議会の 管内で 5 つ の 講座 を

開催 した 。 主な 内容は 中高年 の 男性 を対象 と した 「お 父さん の た め の ボ ラ ン

テ ィ ア 講座」 や 手話講習会な どで 、 1997 年か らは タ イ国 で 教育 支援活動 を

行 っ て い る NGO の 「ほ ずみ 会」 とタイ ア ッ プ して 、タ イ 国か ら子 供 たち を招

い て の 体験講座な ど も含 め、 5 年間で 35 講座 を開講 して い る 。
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  ボラ ン テ ィ ア の 集い 「こ の ゆび と まれ 」 と 「オ ー ル アイ シ ン NPO 活動応

援基 金」

　セ ン ター で は 毎年、 ボ ラ ン テ ィ ア活動 を して い る 地域 の 各種グル ー プと、

連携や情報 交換 を行 う研修会 を開催 して い る 。開始 し今年で 4 年 目にな るが 、

こ の 集 ま りを 中心 と した 地域団体 との 交流 は 66 団体 に拡 大 し た 。

　 「こ の ゆび とまれ 」 とい う名称は、 同じ思 い を持 っ て 活動 して い る団体が 、

そ れ ぞれ の 活 動 領域や 所管の 行政地域を越 え て 、共同 して い こ う とい う望 み

が込め られ て い る 。 愛知県 にお い て は各 自治体が 設置す る ボラ ン テ ィ アセ ン

タ
ー の ほ とん どが 、社会福祉協議会に置かれ て い るた め 、 活 動域 が 市町村単

位で あ り、設置 団体 の 関係か ら福祉活 動 が 中心 で あ っ た 。 そ の た め 、教育 、国

際交 流や青少年問題な ど幅広い 分野 で の 情報や 協 力関係 を結ぶ事 が困難で

あ っ た 。そ こ で 、 「さわや かふ れ あ いセ ン タ
ー

」 の 機能 を 、い わば 西三 河地 区

の ボ ラン テ ィ ア コ
ーデ ィ ネー ター として 発展 させ て い っ たの で あ る 。 現在は

1998 年 度よ り開始 した アイ シ ン グル ープ に よ る 「オ
ー

ル ア イ シ ン NPO 活動

応援墓 金」 を核 に、地 域の NPO との 関 係 作 りを進 め て い る 。 これ は 、 従来 の

資金 だ けを 提供す る 寄付で は な く、 応募団体 全て に 担当者が足 を運び、互 い

の 活 動 へ の 理解 を深 め る と共 に 、 資金以 外の 提供、例えば会社で 利用 しな く

な っ た備品 、 社内へ の 活動 の 紹介 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 募集、共 同活動の 検討な

どを通 し、更 に地域の ボ ラン テ ィ ア セ ンタ ー として の 機能を高め て きて い る 。

　 しか しな が ら、「憩の 家」との 経緯 もあ っ た 当社 に お い て も 、NPO へ の 寄付

に 付い て は 、会社 に お い て はすん な り理解 さ れ た わ けで はな い 。そ こ で 、直

接企業 か ら寄付 をす る の で は な く 、 関係会社 13社 で 実施す るチ ャ リテ ィ
ー

コ

ン サ ー トにお け る募金 の 寄付 先を、共同募 金会か ら
一

部変更す る と 言 う形で

NPO へ の 寄付を 実施 した の で あ る 。 しか し、寄付 先を検 討す る 会議の 中で も、

何度 も 「地域 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体な どにお金 を出 して 、 飲み食 い に使われ る

だけだ」 「どん な 使い 方を され よ うと 、 良 く分か らな い 団体 に出す よ りま し

だ」 な ど否定的な 意見が 多 く出 され た 。 結果 と して 新聞 6 紙 に掲載 され 、 大

き く取 り 上 げ られ る 事で 、 実 施 へ の 批判 の 声は 静 ま っ て い っ た 。 しか し 、

NPO へ の 企業 と して の 支援が理 解 され る の には 、まだ数多 くの 事例 を重ね て

い かな ければ な らな い と考え て い る 。

  社員ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ 「BE 　With」

　活 動当初社内の ボラ ン テ ィ ア経験者 の 体験談 を聴取 した 中か ら、そ の 経験

者が 集 まるグル
ー プを作る 提案 を受 けた 。 約 1万 1千 人 の 社員 の 中に は多彩

な 活 動 を して い る 人が い る。 30 年 以 上 肢体不 自由者 の 援助活 動 を して い る
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人 、視覚障害 者の リー ダー、県 内で も有名な レク リエ ー シ ョ ン リーダー 、国

際ボ ラ ンテ ィ ア活動 に 多彩な経験を持 っ て い る 人 。 職種 も多種 に 渡 っ て い る

の で 、一 つ の 行 事を計 画 して も、多面的な援助 と多様 な展開が 可能 とな っ た 。

例 えば 、肢体不 自由者の バ ス ハ イ ク を例 に 取れ ば、バ ス の 中で ゲー
ム を盛 り

上げて くれ る 人、車椅子 を満載 した大型 トラ ッ クを運 転す る 人 、 緊急時の 看

護 の 役割 を担 っ て くれ る専 門職の ナー ス も参加し、多彩な プ ロ グ ラ ム を組 み

た て る 事が 可能 とな っ た の で あ る 。 ま た 、 こ の メ ンバ ー
が 職場 と地域で 活動

の オピニ オ ン リ
ー

ダ
ー とな り、知 り合い や 同僚、友達 な どの 多 くの 参加 者 を

呼び 、 社 内に も地 域 社 会 に も さわ や か ふ れ あい セ ン ター の 活動 が浸 透 して

い っ た の で あ る 。

3 ．社員の ボ ラ ン テ ィ ア 活動の 影響 と評 価

　社内にお い て 「ボランテ ィ ア活 動に対する意識調査」を 1995 年か ら、セ ンタ
ー

が毎年秋 に実施 して い る 。 1998 年度の 調査結果か ら主要な点を述べ て み よ う。

対 象は本社、研究所、 各工 場、営業所の 社員 668 名 。 抽 出は 各部署 に 調査 表

を配布、年齢、性別、 職種、役職な どに偏 りが 無 い 様 に配布 を依頼 した 。 回

収率 91％ 。 さわ や かふ れ あ い セ ン タ
ー

の 認 知度 を 見る と、セ ン タ
ー

を利用 し

た事が あ る と、セ ンタ
ー の 登録者で あ る と回 答を した 人 は、全体の 14％ で あ

る 。 こ れ は 4 年前 の 6 ％ に 比 べ 利用 者が倍増 して い る 。 認知度 に 付い て も4

年 前 に 比較す る と 、81 ％ と 1．4 倍 に な っ て お り、活動 の 理解 が 社 内に広 ま っ

て い る事が読み 取れ る 。 （図 5）

図 5　さわや かふれあ いセ ン タ
ー

の認知度

　ボ ラ ン テ ィ ア活動の 経験者は 1998 年 に は 36 ％ とな り 、 4 年前 に 比較 し

て 、 1．2 倍 とな っ て い る 。 （図 6 ）

ボラ ン テ ィ ア 活動の 頻度 に 付い て み る と、週や 月単位 で 定期的 に行 っ て い る

人よ りも、年 に何 回か行 っ て い る人 の 割合が多い 。 定期的な 参加よ り も勤務

の 時間 の 関係か ら、イ ベ ン ト的な 企画 な ら 、 時間が 合 っ た 時 に 参加 で き る と

い う気軽 さ が 、 参加 の 増大を 図 っ て い る と考 えて い る 。
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ポ ラン 〒 イア 活 踏 の 有 鍍

仏
95 年　　 　　　 　　 　 7礦 一 一 一一一

96 蕁　　　　　　　　　ア覧

■ 凪荏している

囗 駁蔚したこ とが あ
　 る

ロ した二とが ない
97 隼 ‘　　　　 ∂G5

一　　　　“
智〜7瓢　　　 64幅

一一
一　　　　　　　　　iρ厂

陸 50讐　　　　 100 覧

図 6　活動の 有無 図 7　 活動の 頻度

　ボ ラ ンテ ィ ア グル ー プ へ の 所属を 見 る と経験者の うち 27％で 、 97 年度 の

35％か らは 降下 して お り、ボ ラ ンテ ィ ア活動 に 参加す る の に は 、必ず しもグ

ルー プに 所属 しな くて も 、 情報の 普及 （セ ン ター か らの 登録者 へ の 月
．一
回の

案 内、社 内報内 に 専門ペ ー ジ の 設置な ど）が活動 した い 人の 裾野を拡大 して

い っ た の で ある と理 解で き る 。

社員が ボラ ン テ ィ ア活動 を行 っ て きた事 に よ っ て 、意識的に変化が あっ た も

の は何で あ っ た か を問 い た だ して み る と、「交友関係が広が っ た」 38 ％、 「地

域社会 へ の 関心が高 ま っ た」 34 ％、 「視野が広が っ た」 27 ％、「思 い や りの 気

持ち が 生まれ た」23 ％ 、「相手の 立場 に 立 っ て 考え る よ うに な っ た」22％ 、
「い

ろ い ろ な価値観 を理解で き る よ うにな っ た」20％ とい うよ うに 、 複数 回答で

は有 る が全て が ポジテ ィ ブな 結果 を示 して い る 。

こ れ らの 結果 を見る と、徐々 にで は 有 る が理解 が 深 ま り、 関心 も広が り、多

様な存在 へ の 関わ りと理 解、 そ して 人 間的成長や変化 を好 ま しい もの と して、

受 け止 めて い る と言 え る の で ある 。

「
一一一一一一一一一 一

40x35

覧

30x25X20N15S1DS5

覧

1覧自分se る

甌

した

6 自 己本位 でない 　　11 聞き上 手 　　　16，交 友関 係　　　2t ．時閤孟補　　　26 ．体壊した

図 8　活動 による意識変化
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4 ， 企業市民 活動の ね らい

企 業 に お け る 社会貞献は、市民社会の
一

員 と して 地域社会に 貢献す る事で あ

るが 、 同時 に企業 と して の メ リッ トを も考 慮 して い る 。 図 9は、そ の イメ ー

ジ を図 示 した もの で あ る 。
「企業イ メ

ー
ジ の 向上」 「事業領域の 拡大」 「豊か な

コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り」 「国 際化 へ の 対 応」

「社 員の 人材育成」な どを特 に あげ る 事が

で きる 。

　 「企 業イ メ ー ジの 向上 」 とい う側面 で

は 、1998年度 に新 聞記事 と して 当社を取

り上 げ た件数が 163 件有 っ た が 、 そ の う

ち 22 °
／。 を 企 業市民活動 に 関す る記事が 占

め て い た。 こ れ を広告費用 に 換算す る と

（紙面 占有面 積 を 、 広 告 依頼 を した 場合 の

金額で 計算）、970 万 円 に達す る 。 こ れ は

さわ や か ふ れ あい セ ン タ
ー

が 同年度 に 活

図 9　活動 の ね らい

動 に使 っ た予算 800 万 円 を 越え る 。社会 的関心 の 高い 活 動 へ の 協力 は、企業

へ の 好感度 を高め る事 に つ な が っ て い る。また社 員が地域 の ボラ ン テ ィ ア と

し て 参加す る事は 、 社 員の 勤務先 も居 住 区 も西 三 河 地 区とい う当社の 特性 も

有 り、常 に ア イ シ ン の 誰々 と い うよ うに 紹介され 、個人 の 活動で あ っ て も会

社が意識され る 。 また 、逆 に会社の 活 動が地域 に認 知 され る事によ り、活動

者本 人 の 励み に もな っ て い くと考 え られ る 。

　事業領域の 拡大の 側面で は 、環境活動な どか ら、 非木材紙 で あるケナ フ の

印刷物 へ の 導入 を し、1998 年 よ り社内報 、名刺、企業カ タ ロ グな どケ ナ フ 紙

の 使用 を始 めた 。 また、介護用 品、 電動車椅子 、ベ ッ ドの 開発な どに は、地

域 の 障害者の グル ー プや NPO と の 協力 を 受けて い る 。 1999 年 10 月 に は地域

の 介護 NPO と共 同で 、 社員 の 家族介護 シ ス テ ム を立ち上 げて い る 。

豊か な コ ミ ュ ニ テ ィ の 視点で は、工 場 な どの 立地 して い る地域社会に 密着し

なが ら、地域 を 支援 し て い く事は 、 す なわ ち 社 員とそ の 家族が 暮 ら しやす い

環境 を作る 事 にな る 。

　現在刈谷 市、安城市 、 豊 田市 の 三 市 で 、 社 員 1万 1千人 の 内、約 5，700 人

が 生 活 して い る。そ の 生活基盤の 安定 と 発展 が、企業活 動 の 発 展 と も結び つ

い て く る と考え て い る 。

5 ．今後 の 課題 「多様な価値 と の 共 1司」

今 まで 述 べ て きた よ うに、企業の ボ ラ ンテ ィ ア活 動 は、そ の 時代の 要請や 地
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域 の ニ ー ズに対応 しなが ら進めて きた の で ある が 、 今後企業の 大きな 課題 と

して は 「国際化 へ の 対応1 と 「人材育成」が あげ られ る 。そ の 企業発 展 の キー

ワ ー ドが ボ ラ ンテ ィ ア な の で ある 。

さ わや か ふ れ あい セ ン ター が 活動 を開始 した時 、「社会参加 、 ボラ ン テ ィ ア 活

動を応援 します」 と呼びか け た 。 当時は 、
「会社 に い て バ リバ リ仕事 を して こ

そ 社会人 だ」 と思 わ れて い た 。 しか し そ うで は な く、「社会 とつ な が っ て い て

こ そ、社会人」 で ある と い う意識 を 育て られ る よ う運 動 を続 け て きた 。 長 く

会社 に い て 仕事 を して い る だけで は 、社会 の 事が 分か らな くなっ て しま う。

世界の 変化、人々 の 多様な考 え方に接して こ そ 、 社会 の 視点 を会社 に取 りい

れ て こそ 、良い 社員に なれ る と い う風潮 を 醸 し 出して きた。社員が こ の 考 え

方 を受け 入れ て い き 、 ボ ラン テ ィ ア活動の 中心 とな っ て 社会 に参加 して い く

事が 、今後の あ り方 で あ る 事が理 解 され て きた し、実行 され て きた の で あ る 。

しか しな が ら 、 現在の 経済状況下で セ ン タ ー の 新た な事業 の 予算が認め られ

な い 現実 もあ り、ア イ シ ン精 機 の 企業理 念 と して すべ て の 層 に理 解 され て い

る の で はな い
。

　現在 当社の 海外 拠点 は 13ケ所 、 海外従業員は 6，000 人 を数え、 生産 の 12％

を海外で 行 っ て い る 。 したが っ て 今後わ れ われ は 、「多様 な価 値 を持 っ た 大勢

の 人 た ち 、 国 々 との 共 同」 に応答で き る 人 材育成 を 目指 しなが ら、
「自ら考え

行動す る 」 人間作 りを進 めて い か な ければ な らな い 。

　今 までの 仕事は とにか く 、 与 え られ た事 を忠実 に こ な して い く事 が求 め ら

れ た 。 そ して 、 そ れ に的確 に応答 して い く資質が必 要 とされ た 。 しか し、 こ

れ か らは よ り リス ク が高 く、ク リエ イテ ィ ブな 仕事 が待 ち構 えて い る e こ う

した 企業環境の 中で 、 ボラ ン テ ィ ア 本来の 基本姿勢 とな る 「自 らの 意志 と行

動 」 「多様な価値観 と寛容性」が 必 要 とな っ て くる 。 そ の 体験学習の 場が さわ

や かふれ あい セ ン ター で展開 され て い る の で ある。

　 こ う して み る と企 業の 活 動 も 、 ボラ ン テ ィ ア を進め る社会 におい て も、 組

織が主体 と して ある の で はな く、 活動 の 主体 は常 に 「人」 に ある 。 そ の 「人」

に お い て は 自分 自身の 力で 「主体 性」 「自主性」 を育む 事が必要 とな る 。
「BE

Withの 時代 （共 に 生き る 時代）」とい わ れ る グ ロ
ー バ ル な地 球時代 にお い て こ

そ 、 人 間を育て て い く必要性を痛感して い る の で あ る。

ボラ ンテ ィ アは 「誰か の た め に何 か を して あげる 」の で はな く、

一 人一 人が、

そ して 企業が社会の 多くの 側面に つ なが っ て 、よ り良い 社会生活 の で きる共

同性 を確立 して い く事で あ る 。

現在 ア イ シ ン精 機の 課題 の 一 つ に、地 域 社会に お け る 最大 の ニ ー ズに な っ て

きて い る 「介護」の 問題 が あ る 。 前記 し た よ うに、さわ や かふ れ あい セ ン タ ー
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多様な価値 との 共同
一
ア イ シ ン精機の 企業市民活動

の 活動か ら始 ま っ た NPO との 協 力関係が 、企 業 と NPO との 共 同事業 に よ り、

社員家族の 介護 と地域介護 問題 の 解決 に向けて シ ス テ ム作 りに 発展 した 。 今

後 こ の よ うに 、 Profitをめ ざす 企 業 の 関心 と Non・Profitの 市 民活 動 との 共 同性

が 益 々 必要 とさ れ 、 試 さ れ る 時代 と な っ て きた 。

こ れ か らは多様 な価 値 の 時代 に 向けて 、 社会 に 目 と心 を開 き 、 異な っ た価値

観 を理解 して 、共 に 手 を たずさ えて 生 きて い く時代で あ る 。そ して 、 単
一

な

価値観の 中で は 生 じな い 、多様性 と寛容性 を新 しい 原動力 と して 生活 を して

い く事で 、 企業活動 と社会が 作 られ て い く 。 さわ や かふ れ あ い セ ン タ
ー

の 活

動 は 、 こ う した 時代 の 先端 を指 さ しなが ら進ん で 行 くこ と で あ ろ う 。
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